
要
旨

鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
冒
頭
の
有
名
な
一
文
が
、
「
文
選
』
の
「
歎
逝
賦
」
の
詩
句
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
方
丈
記
』
成
立

の
四
十
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
十
訓
抄
』
に
指
摘
が
あ
る
。
『
文
選
」
は
、
正
文
に
注
釈
が
つ
い
た
形
で
日
本
に
伝
来
し
、
奈
良
時
代
以
前
か

ら
受
容
さ
れ
て
き
た
。
平
安
時
代
を
通
じ
て
『
白
氏
文
集
』
と
と
も
に
知
識
人
の
教
養
の
書
と
さ
れ
、
長
明
の
時
代
に
も
状
況
は
同
じ
で
あ
っ

た
。
長
明
も
当
然
『
文
選
』
を
学
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
場
合
詩
句
の
解
釈
は
当
時
の
通
例
と
し
て
注
釈
に
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
『
文
選
』
の
享
受
の
あ
り
方
を
背
景
に
「
方
丈
記
』
を
読
む
と
、
序
章
全
般
に
わ
た
っ
て
「
歎
逝
賦
」
と
の
表
現
面
で
の
類
似
が
見
て

取
れ
、
さ
ら
に
「
歎
逝
賦
」
の
注
文
を
受
容
し
、
表
現
を
編
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
「
歎
逝
賦
」
が
「
逝
く
を
歎
く
」
こ
と
を

主
題
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
方
丈
記
』
の
序
章
は
「
人
と
栖
の
無
常
」
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
大
き
く
異
な
る
と
同
時
に
、

そ
こ
に
は
長
明
独
自
の
主
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
主
題
は
最
終
章
に
至
る
ま
で
論
理
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
『
方
丈
記
』
末
尾
の
問
題

と
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
方
丈
記
』
の
序
章
に
つ
い
て

ｌ
『
文
選
』
「
歎
逝
賦
」
注
文
と
の
関
係
か
ら
Ｉ

新
間
水
緒
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『方丈記』の序章について

（
１
）

余
り
に
も
有
名
な
『
方
丈
記
』
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
が
、
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
と
い
う

表
現
が
、
何
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
最
も

早
い
も
の
が
『
方
丈
記
』
成
立
か
ら
四
十
年
後
、
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
に
成
立
し
た
「
十
訓
抄
』
巻
九
第
七
話
で
あ
り
、
「
懇
望
を

停
む
く
き
事
」
と
い
う
教
訓
の
例
話
と
し
て
長
明
の
出
家
事
情
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
こ
の
一
文
が
『
文
選
』
の
「
歎
逝
賦
」
の
一
節
に

よ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
鴨
社
の
氏
人
に
菊
大
夫
長
明
と
い
ふ
も
の
」
は
、
和
歌
、
管
絃
の
道
で
人
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
社
司
を
望

ん
で
叶
わ
ず
、
世
を
恨
ん
で
出
家
し
た
。
し
か
し
こ
の
「
深
き
恨
み
の
心
の
闇
」
を
し
る
べ
と
し
て
真
の
道
に
入
っ
た
の
は
、
「
生
死
・

浬
藥
と
こ
ろ
同
じ
く
、
煩
悩
、
菩
提
一
つ
な
り
け
る
こ
と
わ
り
、
た
が
は
ざ
り
と
お
ぼ
ゆ
れ
」
と
述
べ
た
後
に
、
『
方
丈
記
」
に
つ
い
て

と
あ
る
こ
そ
、

（
２
）

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
人
、
の
ち
に
は
大
原
に
住
み
け
り
。
方
丈
記
と
て
、
仮
名
に
て
書
き
置
け
る
も
の
を
見
れ
ば
、
は
じ
め
の
詞
に
、

行
く
水
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず

ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ
消
え

か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ざ
ま
り
た
る
た
め
し
な
し
。
世
中
に
あ
る
人
と
、
栖
と
又
か
く
の
ご
と
し
。

世
閲
し
人
而
為
し
世
人
再
々
行
暮

一
古
注
釈
の
指
摘
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次
に
『
方
丈
記
訓
説
』
（
『
訓
説
』
）
は
、
『
十
訓
抄
』
に
上
記
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
め
、
『
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
』
（
『
諺

解
』
）
は
、
『
論
語
』
子
竿
篇
に
「
本
づ
き
て
。
か
け
る
な
る
べ
し
」
と
し
、
『
首
書
』
の
説
を
踏
襲
し
て
「
然
ど
も
こ
ゞ
ろ
ハ
・
論
語
と

格
別
な
り
。
こ
れ
亦
文
の
一
法
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
『
方
丈
記
』
注
釈
の
中
で
最
も
評
価
の
高
い
『
鴨
長
明
方
丈
記
流

水
抄
』
（
『
流
水
抄
』
）
は
、
『
首
耆
」
が
指
摘
し
た
『
論
語
』
子
竿
篇
の
一
節
を
「
尤
逝
水
の
本
拠
た
る
べ
し
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
十
訓

抄
』
が
指
摘
し
た
「
歎
逝
賦
」
の
後
文
を
引
用
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ノ

カ
ナ
ハ
ス
ベ
テ
ヲ
テ
ス
ヲ
ハ
ト
シ
テ
ヒ
守
ニ
ワ
タ
ル
ハ
テ
ヲ
ス
ヲ
ノ
ト
シ
テ

今
案
ず
る
に
文
選
巻
十
六
陸
士
衡
。
歎
逝
賦
に
悲
哉
川
閲
し
水
以
成
し
川
。
水
酒
々
而
日
度
。
世
閲
し
人
而
成
し
世
。
人
再
々
而
行

シ
ヌ
レ
ノ
ト
シ
テ
カ
サ
ラ
ン
ア
ラ
タ
ナ
ラ
レ
ノ
ト
シ
テ
カ
ク
フ
ル
カ
ラ
ン
ハ
ニ
レ
ハ
ナ
サ
ク
ハ

０
ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ

暮
・
人
何
世
而
弗
レ
新
。
世
何
人
之
能
故
。
野
毎
レ
春
其
必
華
。
草
無
二
朝
而
遺
杉
露
云
々
長
明
此
賦
に
本
づ
き
て
書
出

ノ
ヤ
ト
ド
マ
ラ
ト
ヲ
テ
レ
パ
卜
ざ
マ
ル

ル
ニ
ハ

さ
れ
侍
る
と
見
ゆ
。
十
訓
抄
に
も
し
か
侍
り
。
な
を
、
維
摩
経
方
便
品
に
水
性
不
し
住
但
池
沼
方
円
以
碍
之
則
住
。
非
二
性
之
住
一

モ
シ
ノ

コ
ノ
ハ
シ
ノ

ク
コ
ト
ヲ

也
。
人
亦
如
し
是
。
又
十
瞼
に
是
身
如
レ
泡
不
レ
得
二
久
立
一
な
ど
の
文
段
皆
此
発
語
の
奥
意
に
て
侍
る
べ
し
。
然
る
を
逝
水
の
縁
を

ク
ハ
ク
リ

以
て
。
し
ば
ら
く
歎
逝
賦
の
詞
を
借
り
用
い
ら
れ
し
粉
骨
に
こ
そ
。
標
題
に
載
す
る
ご
と
く
。
此
書
は
作
者
獲
麟
の
記
に
し
て
。
一

（
３
）

あ
げ
て
い
る
。 河

閲
し
水
而
為
し
河
水
酒
々
日
度

と
い
ふ
文
を
書
け
る
よ
、
と
お
ぼ
え
て
、
い
と
あ
は
れ
な
れ
。

江
戸
時
代
に
は
い
く
つ
か
の
『
方
丈
記
』
注
釈
が
書
か
れ
た
が
、
『
首
害
鴨
長
明
方
丈
記
』
（
『
首
害
』
）
が
『
論
語
』
子
竿
篇
の
一
節
を

シ
カ
ン
ヘ
ン
ニ

テ
ノ
ホ
ト
リ
ニ
ノ
タ
マ
ハ
ク
ュ
ク
モ
ノ
ハ
キ
ノ

ヲ

行
川
の
な
が
れ
ハ
た
え
ず
し
て
論
語
子
竿
篇
云
子
在
二
川
上
一
日
逝
者
如
レ
斯
不
レ
舎
二
昼
夜
一
云
云

長
明
此
語
に
本
づ
き
て
書
い
だ
し
た
り
。
さ
れ
共
論
語
と
こ
ゞ
と
ハ
い
さ
公
か
心
ち
が
へ
り
。
孔
子
ハ
道
の
体
を
水
の
や
む
こ
と
な

く
な
が
る
＆
を
か
り
て
た
と
へ
給
へ
り
。
長
明
ハ
世
中
の
人
も
す
ミ
か
の
つ
れ
な
ら
ぬ
こ
と
を
水
の
上
の
あ
ハ
の
は
か
な
き
こ
と
を

か
り
て
た
と
へ
た
り
。
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明
治
以
降
の
諸
注
釈
は
、
典
拠
と
な
る
も
の
を
他
に
も
い
く
つ
か
あ
げ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
の
注
釈
が
引
き

継
い
で
い
る
。
『
十
訓
抄
』
の
指
摘
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
気
に
な
る
の
は
、
『
首
書
』
が
『
論
語
』
子
竿
篇

の
一
文
に
つ
い
て
、
「
さ
れ
共
論
語
と
こ
ゞ
と
ハ
い
さ
氏
か
心
ち
が
へ
り
。
孔
子
ハ
道
の
体
を
水
の
や
む
こ
と
な
く
な
が
る
ゞ
を
か
り
て

た
と
へ
給
へ
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
『
首
書
』
の
著
者
山
岡
元
隣
が
「
論
語
』
を
ど
の
注
釈
に
依
っ
て
解
釈
し

て
い
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
に
は
古
注
と
新
注
が
あ
り
、
古
注
は
十
三
経
注
疏
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
日
本
で
は
「
学
令
」
に
よ
り
、

（
４
）

て
『
論
語
』
は
鄭
玄
と
何
晏
の
注
で
読
む
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
記
録
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
の
正
安
二
年
（
一
二
一
○
○
）
に
元
僧
一
寧

訓
が
朱
臺
の
『
論
語
集
註
』
を
伝
え
る
に
及
ぶ
ま
で
、
古
注
に
よ
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
以
降
は
朱
臺
の
説
（
新

一
」罰

注
）
が
専
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
朱
烹
の
説
を
中
心
と
し
た
宋
学
が
正
統
と
さ
れ
た
の
で
、
『
論
語
』
は
専
ら
新
注

序の
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
問
題
の
部
分
の
朱
烹
の
注
は
、
「
天
地
之
化
、
往
者
過
、
来
者
続
。
無
二
一
息
之
停
↓
乃
道
体
之

ｊ

（
５
）

己
Ｉ

靖
本
然
也
。
然
其
可
二
指
而
易
万
見
者
、
莫
レ
如
二
川
流
↓
故
於
レ
此
発
以
示
し
人
。
欲
二
学
者
時
時
省
察
、
而
無
三
乗
髪
之
間
断
一
也
」
と
あ
る
。

防
『
首
害
』
が
「
孔
子
ハ
道
の
体
を
水
の
や
む
こ
と
な
く
な
が
る
畠
を
か
り
て
た
と
へ
給
へ
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
新
注
に
よ
る

解
で
あ
り
、
「
川
の
流
れ
が
流
れ
去
っ
て
や
む
こ
と
が
な
い
」
点
に
言
及
は
す
る
も
の
の
、
長
明
の
時
代
の
解
釈
と
は
異
な
る
の
で
は
な

生
涯
見
聞
す
る
所
の
転
変
を
挙
げ
。
畢
寛
心
身
を
安
楽
に
処
し
て
。
性
を
狼
ひ
名
利
を
い
と
ふ
の
要
路
を
説
述
ら
れ
侍
れ
ば
。
さ
ま

で
文
法
の
沙
汰
に
も
及
ば
ず
。
古
例
先
蹄
当
代
当
時
の
詠
ま
で
も
。
心
に
う
か
ぶ
を
以
て
。
何
の
造
作
も
な
く
つ
ら
ね
む
す
ば
れ
侍

る
と
見
ゆ
。
其
儀
ハ
所
々
の
文
段
に
あ
ら
ハ
也
・

「
歎
逝
賦
」
の
影
響
は
冒
頭
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
朝
顔
の
花
と
花
に
宿
る
露
の
警
嚥
に
至
る
ま
で
の
序
章
全
体
に
及
ぶ
と
見
た
の
で
あ

ろ
う
。
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『
十
訓
抄
』
が
指
摘
し
た
「
歎
逝
賦
」
は
、
『
文
選
』
巻
十
六
に
載
せ
る
陸
士
衡
の
「
歎
逝
賦
一
首
井
序
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
、
唐
の

シ
シ

シ
テ
ヲ
テ
ス

（
７
）

李
善
は
「
逝
往
也
。
言
日
月
流
逼
人
世
易
し
住
、
傷
二
歎
是
事
一
因
賦
レ
焉
」
と
注
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
歎
逝
賦
」
全
体
の
趣
意
は
、

そ
の
標
題
が
示
す
よ
う
に
、
「
過
ぎ
去
っ
て
い
く
も
の
（
日
月
・
人
世
）
を
傷
み
歎
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
無
常
」
と
い
う
よ
う
な

明
確
な
仏
教
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
『
方
丈
記
』
と
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。
『
流
水
抄
』
が

レ
ノ
ト
シ
テ
カ
サ
ラ
ン
ア
ラ
タ
ナ
ラ

「
人
何
世
而
弗
新
」
以
下
の
文
ま
で
引
用
し
た
の
は
、
そ
の
典
拠
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
単
に
冒
頭
の
一
文
だ
け
で
な
く
、
序

章
の
他
の
部
分
に
ま
で
至
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
に
す
ぎ
ず
、
「
絶
え
ず
し

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
シ
ノ
ル
、
力

包
氏
日
。
逝
往
也
。
言
凡
往
者
。
如
二
川
之
流
一
也
。

孫
緯
云
。
川
流
不
レ
舎
・
年
逝
不
レ
停
・
時
已
晏
芙
。
而
道
猶
不
レ
興
・
所
二
以
憂
歎
一
也
。

（
６
）

と
あ
っ
て
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
も
の
ｌ
時
、
人
世
（
人
生
）
ｌ
を
川
の
流
れ
に
書
え
、
理
想
と
す
る
道
も
興
ら
ず
空
し
く
老
い
て
ゆ

く
我
が
身
を
嘆
い
た
も
の
と
す
る
。
仮
に
長
明
が
こ
の
『
論
語
」
子
竿
篇
の
一
節
を
も
と
に
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
「
逝
く
者
を
嘆
く
」

と
い
う
古
注
の
解
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
「
ゆ
く
河
の
流
れ
」
を
過
ぎ
去
っ
て
い
く
も
の
に
警
え

た
に
す
ぎ
ず
、
「
絶
え
ず
し
て
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
「
持
続
の
中
の
変
遷
」
と
い
う
発
想
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
よ

い
か
と
思
う
。
一
方
古
注
で
は
、

日
本
に
お
け
る
『
文
選
」
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
斯
波
六
郎
氏
の
『
文
選
の
研
究
』
を
始
め
、
諸
先
学
の
地
道
で
詳
細
な
研

二
日
本
に
お
け
る
『
文
選
』
受
容
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『方丈記』の序章について

究
の
積
み
重
ね
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
先
学
の
学
恩
に
よ
り
な
が
ら
、
我
が
国
へ
の
伝
来
と
受
容
、
特
に
長
明
や
『
十
訓
抄
』
編
者
の
時
代

に
『
文
選
』
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
し
て
み
た
い
。

『
文
選
』
の
日
本
へ
の
正
確
な
伝
来
の
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
影
響
を
受
け
た
最
古
の
例
と
し
て
、
聖
徳
太
子
の
著
し
た
「
十
七
条

（
８
）

の
憲
法
」
の
第
五
条
が
、
魏
の
李
素
遠
の
「
運
命
論
」
（
『
文
選
』
巻
五
三
）
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代

に
制
定
さ
れ
た
養
老
律
令
の
「
孝
課
令
」
に
は
、

凡
そ
進
士
は
。
試
み
む
こ
と
、
時
務
の
策
二
条
。
帖
し
て
読
ま
む
所
は
、
文
選
の
上
畉
に
七
帖
。
爾
雅
に
三
帖
。

と
あ
る
よ
う
に
、
進
士
の
試
験
と
し
て
『
文
選
」
と
『
爾
雅
』
の
講
読
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
写
経
所
や
図
書
寮
で
は
し
ば
し
ば
『
文
選
』

の
み
な
ら
ず
、
「
文
選
音
義
』
な
ど
が
書
写
さ
れ
、
「
万
葉
集
』
の
山
上
憶
良
や
大
伴
家
持
に
も
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

特
に
「
設
二
置
山
嶮
《
尽
為
二
防
御
一
」
は
、
当

（
避
城
者
）
西
北
帯
以
二
古
連
且
浬
之
水
↓

『
文
選
』
は
『
論
語
』
同
様
、
正
文
に
注
文
が
つ
い
た
形
で
伝
来
し
、
ゞ
受
容
さ
れ
て
い
た
。
以
下
の
文
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
元

年
十
二
月
条
の
記
述
で
あ
る
が
、
傍
線
部
分
は
、
『
文
選
」
巻
一
に
載
せ
る
「
西
都
賦
」
（
後
漢
・
班
固
）
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
（
傍
線
部
）

（
９
）

い
る
○

こ
れ
以
降
も
六
国
史
に
『
文
選
』
関
係
記
事
が
散
見
し
、
さ
ら
に
は
当
時
「
文
選
』
の
諸
書
も
行
わ
れ
、
そ
の
寛
宴
に
於
い
て
作
ら
れ
た

|焉’
帯
以
二
洪
河
浬
渭
之
川
．
…
華
実
之
毛
則
九
州
之
上
膜
焉
、
防
御
之
阻
、

尽
為
二
防
御
一
）
…
下
有
二
鄭
白
之
沃
《
衣
食
之
源
、
…
決
レ
渠
降
レ
雨
、

衣
食
之
源
、
則
二
儀
之
隈
厘
芙
。
．
：
州
柔
設
二
置
山
嶮
《
尽
為
二
防
御
《
…
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
下
』
）

傍
線
部
分
は
、
『
文
選
」
巻
一
に
載
せ
る
「
西
都
賦
」
（
後
漢
・
班
固
）
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
（
傍
線
部
）
、

（
皿
）

こ
は
、
当
該
部
分
の
李
善
の
注
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

東
南
檬
二
深
泥
巨
堰
之
防
毛
練
以
二
周
田
《
決
レ
渠
降
レ
雨
。
華
実
之
毛
、
則
三
韓
之
上
肢

則
天
地
之
隈
厘
焉
（
善
日
、
…
衛
尉
筬
日
。

ｌ

荷
し
挿
成
し
雲
、
五
穀
垂
し
穎
、
桑
麻
鋪
棄
。
：
・
怪：
．
練
以
二
周
培
一
…

（
『
文
選
』
西
都
賦
）

設
置
二
山
嶮
《
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詩
文
が
『
本
朝
文
粋
』
や
『
続
本
朝
文
粋
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
文
章
博
士
に
よ
る
天
皇
へ
の
侍
読
や
東
宮
へ
の
御
害
始
め

（
ｕ
）

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
『
枕
草
子
』
の
「
文
は
文
集
。
文
選
」
は
、
平
安
貴

族
社
会
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
実
態
を
表
す
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
当
時
の
『
文
選
』
の
流
行
が
一
般
貴

族
社
会
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

説
話
関
係
で
は
、
『
江
談
抄
』
巻
三
「
吉
備
大
臣
入
唐
間
事
」
に
、
留
学
し
た
吉
備
真
備
が
高
楼
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
『
文
選
』
を
読
む

こ
と
を
試
さ
れ
る
話
が
あ
り
、
同
話
を
絵
巻
に
仕
立
て
た
も
の
と
し
て
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
』
が
あ
る
。
ま
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十

一
第
十
二
話
「
智
証
大
師
亘
宋
伝
顕
蜜
法
帰
来
語
」
で
は
、
円
珍
が
十
歳
の
時
、
「
毛
詩
、
論
語
、
漢
書
、
文
選
等
ノ
俗
書
ヲ
読
二
、
只

一
度
披
見
テ
、
次
二
音
ヲ
挙
テ
調
シ
上
グ
。
是
奇
異
也
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
古
今
著
聞
集
』
巻
四
（
文
学
第
五
）
一
二
三

「
勧
学
院
の
学
生
集
り
て
酒
宴
の
時
惟
宗
隆
頼
自
ら
首
座
に
着
く
事
」
で
は
、
勧
学
院
の
学
生
の
酒
宴
で
、
年
齢
で
は
な
く
才
の
順
に
着

席
す
べ
し
と
定
め
ら
れ
た
時
、
惟
宗
隆
頼
が
自
ら
首
座
に
着
き
傍
輩
た
ち
に
答
め
ら
れ
る
と
、
「
文
選
三
十
巻
・
四
声
の
切
韻
、
暗
謂
の

（
岨
）

も
の
あ
ら
ば
、
す
み
や
か
に
隆
頼
ゐ
く
だ
る
べ
し
」
と
言
い
放
っ
た
と
い
う
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
勧
学
院
の
学
生
で
あ
れ
ば
『
文
選
』

三
十
巻
の
暗
謂
は
当
然
の
こ
と
で
、
そ
の
上
に
「
四
声
の
切
韻
」
ま
で
暗
詞
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
他
に
対
し
て
自
己
を
差
別
化
す

る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
文
選
』
が
暗
謂
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
続
日
本
後
紀
』
の
藤
原
常
嗣
莞
伝
に
「
渉
二
猟
史
漢
↓
暗
二
調

文
選
一
」
（
承
和
七
年
四
月
二
三
日
）
、
『
文
徳
実
録
』
藤
原
諸
成
卒
伝
に
「
暗
二
調
文
選
上
秩
一
」
（
斉
衡
三
年
四
月
十
八
日
）
な
ど
散
見

（
旧
）

（
Ⅲ
）

さ
れ
、
ま
た
藤
原
高
光
が
『
文
選
』
「
三
都
賦
」
を
暗
講
し
て
村
上
天
皇
が
感
歎
し
た
（
『
九
暦
』
天
暦
二
年
八
月
十
九
日
条
）
等
の
記
事

か
な

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
学
令
」
に
は
「
凡
そ
学
生
は
、
先
づ
経
の
文
読
め
。
通
熟
し
て
、
然
う
し
て
後
に
義
講
へ
よ
」
と
あ
っ

て
、
ま
ず
音
を
習
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
寛
平
二
年
（
八
九
○
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
藤
原
佐
世
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も

（
過
）

「
文
選
音
義
十
李
善
撰
』
や
『
文
選
音
決
十
公
孫
羅
撰
』
の
書
名
が
見
ら
れ
、
音
読
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
先
に
あ
げ
た
『
江
談
抄
』
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『方丈記』の序章について

『
十
訓
抄
』
の
漢
詩
文
の
引
用
は
「
白
氏
文
集
』
と
『
文
選
」
が
多
く
、
中
で
も
『
白
氏
文
集
』
が
多
い
こ
と
は
、
「
枕
草
子
」
が
記
し

た
傾
向
が
、
『
十
訓
抄
』
の
時
代
に
も
な
お
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
文
選
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
以
下
の
九
例
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
（
説
話
番
号
は
、
小
学
館
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十
訓
抄
』
、
「
文
選
」
は
『
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
蔵
明
州
刊

本
六
臣
注
文
選
』
の
目
録
に
よ
る
）
。
多
く
は
二
行
程
度
の
短
文
の
引
用
で
、
同
じ
詩
句
が
『
明
文
抄
』
の
よ
う
な
類
書
や
『
新
撰
朗
詠

集
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
『
文
選
」
以
外
の
引
用
も
『
明
文
抄
」
等
と
一
致
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
『
十
訓
抄
』
の
『
文
選
」
引

用
は
、
『
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
詩
句
を
抄
出
し
た
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
問
題
の
「
歎
逝

賦
」
は
、
『
十
訓
抄
』
の
践
文
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
原
拠
の
「
河
閲
し
水
而
以
成
し
河
、
水
溜
々
日
度
、
世
閲
し
人
而
為
し
世
、
人
再
々

行
暮
」
の
詩
句
が
、
『
方
丈
記
」
と
関
連
す
る
巻
九
第
七
話
の
引
用
と
同
様
、
前
後
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
十
訓
抄
」
の
編
者
が
依
拠

し
た
テ
キ
ス
ト
が
そ
の
よ
う
な
順
序
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

シ
上
」
げ
た
と
す
る
茎

（
肥
）

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
の
説
話
や
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
』
に
お
い
て
、
吉
備
真
備
が
要
求
さ
れ
た
の
も
音
読
で
あ
り
、
十
歳
の
子
供
が
『
文
選
』
等
を
「
調

シ
上
」
げ
た
と
す
る
話
の
背
景
と
し
て
、
暗
調
も
含
め
た
『
文
選
』
受
容
が
一
般
貴
族
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ん
で
い
た
当
時
の
状
況
を
物

②
巻
二
・
２

①
巻
一

③
巻
五
・
序

『
十
訓
抄
」

22

『
文
選
」

巻
四
二
・
魏
文
帝
「
与
二
鐘
大
理
一
書
」

巻
十
七
・
陸
士
衡
「
文
賦
井
序
」
（
巻
二
五
・
蘆
子
諒

「
贈
二
劉
混
一
井
害
」
の
誤
り
）

巻
四
二
（
『
十
訓
抄
』
で
は
巻
一
二
）
・
魏
文
帝
「
与
二
呉

他
言
所
載

『
江
談
抄
」
四

『
新
撰
朗
詠
集
』
交
友
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再
々
と
し
て
行
き
暮
れ
ぬ

水
稻
々
と
し
て
日
々
に
度
る

と
あ
る
こ
そ
、
ま
こ
と
に
理
な
れ
。
常
な
く
、
移
り
ゆ
く
世
の
中
を
聞
き
見
る
に
、
た
ぎ
っ
岩
瀬
の
河
波
の
、
す
み
や
か
に
流
れ
行

き
て
、
と
ま
ら
ざ
る
に
こ
と
な
ら
ず
。

『
十
訓
抄
』
祓
文

そ
も
そ
も
、
難
波
の
言
の
葉
の
、
よ
し
あ
し
に
つ
け
つ
つ
、
昔
今
の
物
語
を
集
め
見
る
に
、
そ
の
身
は
さ
な
が
ら
、
苔
の
下
に
朽

ち
に
け
れ
ば
、
わ
づ
か
に
埋
も
れ
ぬ
名
ば
か
り
を
、
し
る
し
と
ど
む
る
あ
は
れ
さ
に
、
な
き
は
数
そ
ふ
世
の
あ
り
さ
ま
、
思
ひ
つ
づ

け
ら
れ
て
、
い
つ
か
身
の
上
に
と
の
み
心
細
し
。

夢
な
り
幻
な
り
。
古
人
去
り
て
、
帰
ら
ず
。
あ
り
と
や
せ
む
、
な
し
と
や
せ
む
。
旧
友
か
く
れ
て
、
残
り
少
な
し
。
か
の
文
選
と

い
ふ
文
に
、

⑨⑧⑦⑥⑤④
賊巻巻巻巻巻
文十九九六六

●●●●●

66753417

巻巻巻巻巻巻
十四十十九十
六六六六・・
。．。。曹灌
陸陸陸江大安質
士士士文家仁圭
衡衡衡通司、巨
司司司司東西
歎豪歎恨征征
逝士逝賦賦賦
賦賦賦Lｰｰ
ｰ序井

些序
L一

『
新
撰
朗
詠
集
」
落
葉

『
明
文
抄
』
巻
三

「
明
文
抄
」
巻
二

残
り
少
な
し
。

か
の
文
選
と
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『方丈記』 の序章について

こ
の
祓
文
の
記
述
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
方
丈
記
』
冒
頭
文
と
の
関
わ
り
で
引
用
さ
れ
た
巻
九
第
七
話
の
「
歎
逝
賦
」
の
一
節
に
、

さ
ら
に
詳
し
い
説
明
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
常
な
く
、
移
り
ゆ
く
世
の
中
を
聞
き
見
る
に
、
た
ぎ
っ
岩
瀬
の
河

波
の
、
す
み
や
か
に
流
れ
行
き
て
、
と
ま
ら
ざ
る
に
こ
と
な
ら
ず
」
と
の
べ
、
同
趣
の
「
昨
日
と
い
ひ
今
日
と
く
ら
し
て
あ
す
か
河
流
て

は
や
き
月
日
な
り
け
り
」
（
『
古
今
集
』
巻
六
冬
歌
三
四
一
・
春
道
列
樹
）
と
、
「
和
漢
朗
詠
集
』
・
老
人
に
載
せ
る
菅
原
文
時
の
「
水
は
反

（
Ⅳ
）

る
夕
な
し
流
年
の
涙
花
は
あ
に
重
ね
て
春
な
ら
ん
や
暮
歯
の
粧
ひ
」
を
あ
げ
る
。
『
十
訓
抄
』
編
者
の
「
歎
逝
賦
」
詩
句
の
理
解
は
、

「
常
な
く
、
移
り
ゆ
く
世
の
中
」
は
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
「
す
み
や
か
に
流
れ
ゆ
き
て
、
と
ま
ら
ざ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
又
別
の
表
現
で
言
え
ば
、
「
水
は
返
る
夕
な
し
流
年
の
涙
」
（
ゆ
く
水
は
ふ
た
た
び
か
え
る
こ
と
が
な
い
。
流
れ
る
水
の
よ
う
に
年

月
は
過
ぎ
去
る
こ
と
を
思
え
ば
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
十
訓
抄
』
編
者
の
「
歎
逝
賦
」
の
詩
句
の
解

釈
は
、
引
用
文
が
『
文
選
』
の
抄
出
本
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
れ
、
当
時
の
通
例
と
し
て
、
『
文
選
』
の
当
該
部
分
の
注
文
か
、
ま
た

は
、
注
文
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
注
文
か
ら
派
生
し
た
注
釈
の
よ
う
な
も
の
を
通
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
も
作
り
、
法
文
』

人
命
不
し
停
、

と
も
あ
る
や
ら
む
。

と
も
よ
み
、
詩
に
は
ま
た
、

水
は
返
る
夕
な
し
、
｝

か
か
れ
ば
、
歌
に
も
、

流
れ
て
は
や
き
月
日
な
り
け
り

法
文
に
は過

二
於
山
水
一

流
年
の
涙
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『
文
選
』
の
日
本
へ
の
伝
来
に
関
す
る
史
書
の
記
事
と
し
て
は
、
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
十
二
月
十
八
日
条
の
唐
人
衰
晋

卿
の
記
事
が
最
初
で
あ
る
。
玄
蕃
頭
従
五
位
上
哀
晋
卿
に
清
村
宿
祢
の
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
記
事
に
続
け
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

『
文
選
』
は
梁
の
昭
明
太
子
請
統
（
五
○
一
～
三
一
）
の
晩
年
の
数
年
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
成
立
後
間
も
な
く
音
義
が
作
ら
れ
て
、

そ
れ
以
降
膨
大
な
数
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
宋
代
以
前
の
も
の
で
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
唐
代
に
書
か
れ
た
李
善
注

と
五
臣
注
（
呂
延
済
・
劉
良
・
張
銑
・
呂
向
・
李
周
翰
）
、
日
本
に
の
み
に
伝
存
す
る
『
文
選
』
の
古
抄
本
「
文
選
集
注
』
に
引
か
れ
る

注
文
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
い
く
つ
か
の
注
釈
の
み
で
あ
る
。
李
善
の
注
は
言
語
の
出
所
・
用
例
を
引
き
解
す
る
客

観
的
な
注
釈
態
度
で
な
さ
れ
た
が
、
引
書
の
み
多
く
正
文
の
意
味
に
殆
ど
ふ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
般
人
に
は
読
み
に
く
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
欠
点
を
補
う
た
め
、
引
書
よ
り
も
全
体
の
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
『
五
臣
注
文
選
』
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
注
は
粗
雑
で
誤
り

（
岨
）

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
唐
代
か
ら
既
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
注
釈
を
付
し
た
形
の
「
文
選
』
の
テ
キ
ス
ト
で
、
時
の

皇
帝
に
奉
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
こ
の
二
つ
の
注
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宋
代
に
入
る
と
李
善
注
と
五
臣
注
を
合
わ
せ
た

テ
ガ
ニ
セ
リ
ニ

ビ
テ

ノ
ヲ
ル

ー
タ
リ
ノ
ノ
ヲ

天
平
七
年
随
二
我
朝
使
一
帰
朝
、
時
年
十
八
九
、
学
二
得
文
選
爾
雅
立
貝
為
二
大
学
音
博
士
《
於
レ
後
歴
二
大
学
頭
安
房
守
聿

し
か
し
、
前
掲
の
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
が
既
に
『
文
選
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
し
た
ら
、
か
な
り
古
く
か
ら
我
が
国
に
伝
来

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
李
善
の
注
が
行
わ
れ
、
し
か
も
正
文
の
み
な
ら
ず
注
文
も
文
章
の
中
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ

『
六
臣
注
文
選
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

ｚ
》
０

三
『
文
選
』
の
注
釈
に
つ
い
て
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『方丈記』の序章について

文
選
三
十
昭
明
太
子
撰

文
選
六
十
巻
李
善
注

文
選
紗
六
十
九
公
孫
羅
撰

文
選
紗
三
十

文
選
音
義
十
李
善
撰

文
選
音
決
十
公
孫
羅
撰

文
選
音
義
十
釈
道
俺
撰

文
選
音
義
曹
憲
撰

文
選
抄
韻
一

小
文
選
九

こ
れ
ら
は
今
日
亡
失
し
て
伝
わ
ら
な
い
の
で
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
書
名
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
文
選
三

十
昭
明
太
子
撰
」
は
正
文
の
み
、
「
文
選
紗
三
十
」
、
「
小
文
選
九
」
は
そ
れ
を
抄
出
し
た
テ
キ
ス
ト
、
「
文
選
六
十
李
善
注
」
は
正
文
に
李

善
の
注
釈
が
つ
い
た
李
善
注
本
、
「
文
選
妙
六
十
九
公
孫
羅
撰
」
は
、
紗
出
し
た
本
文
に
公
孫
羅
の
注
が
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先

に
あ
げ
た
『
日
本
書
紀
』
の
例
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
日
本
で
も
李
善
注
は
優
れ
た
注
釈
と
し
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
が
、
平
安
後
期

に
至
っ
て
も
藤
原
明
衡
の
「
雲
州
往
来
』
の
『
文
選
」
四
巻
を
返
却
す
る
消
息
文
に
、

ス
ホ
ト
ク

李
善
之
注
、
可
レ
為
二
規
模
《
能
可
二
御
覧
一
也
（
巻
中
・
四
十
七
返
状
）

と
あ
り
、
ま
た
『
台
記
』
康
治
二
年
（
二
四
三
）
九
月
三
十
日
条
に
、
「
今
日
所
見
及
一
千
三
十
巻
、
因
所
見
之
害
目
六
載
レ
左
」
と

李
氏
註
文
選
六
十
巻
自
筆
抄
保
延
六
年
股
小
戚
噛
朝
）
恥
邪
蝋
俳
桐
莇
脾
細
胡

（
岨
）

な
ど
の
例
が
あ
る
よ
う
に
、
李
善
注
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
一
方
『
五
臣
注
』
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
」
に
も
見
え
ず
、
ど
の
程
度
行

わ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
三
年
（
一
○
○
六
）
十
月
二
十
日
条
に
「
唐
人
令
（
曾
）
文
所
及
蘇
木
・
茶
院
等

（
別
）

持
来
、
五
臣
注
文
選
・
文
集
等
持
来
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
よ
り
も
早
く
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
読
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
言

し
て
、

と
も
、
前
掲
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

寛
平
二
年
（
八
九
○
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
藤
原
佐
世
『
日
本
国
見
在
害
目
録
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
『
文
選
』
関
係
の
書
目
が
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
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本
文
）
。

１

（
別
）

わ
れ
て
い
る
。
『
御
堂
関
白
記
』
に
は
、
他
に
も
寛
弘
元
年
（
一
○
○
四
）
十
一
月
三
日
条
に
「
集
注
文
選
内
大
臣
取
し
之
、
右
大
臣
問
、

内
大
臣
申
云
、
宮
被
レ
奉
二
集
注
文
選
一
云
々
」
の
記
事
が
あ
り
、
『
文
選
』
の
諸
注
を
集
め
た
テ
キ
ス
ト
も
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

（
躯
）

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
集
注
文
選
」
は
、
日
本
に
の
み
伝
存
す
る
『
文
選
集
注
』
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
時
代
が
降
っ
て

も
こ
の
事
情
は
同
じ
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
『
雲
州
往
来
」
や
『
台
記
』
の
記
事
の
よ
う
に
李
善
の
注
を
「
規
模
」
と
し
な
が
ら
も
、
諸

注
を
合
わ
せ
読
む
形
で
『
文
選
』
が
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

長
明
と
同
時
代
人
で
あ
る
定
家
つ
い
て
は
、
『
明
月
記
』
そ
の
他
に
『
文
選
』
の
詩
句
が
多
く
引
用
さ
れ
、
ま
た
息
定
修
に
『
文
選
』

（
羽
）

の
講
義
を
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
長
明
が
ど
の
程
度
『
文
選
』
を
読
ん
で
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
定
家
ほ
ど
で
は

な
い
に
し
て
も
、
当
時
の
知
識
人
と
し
て
一
通
り
の
心
得
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
仮
に
抄
出
本
を
用
い
た
に
し
て
も
、
当
時
の
通
例
と
し

て
、
注
釈
と
と
も
に
受
容
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
方
丈
記
』
と
「
歎
逝
賦
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『
流
水
抄
』
が
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
〈
〉
内
は
、
『
和
刻
本
文
選
』
の

2

ノ

カ
ナ
ハ
ス
ベ
テ
ヲ
テ
ス
ヲ
ハ
ト
シ
テ
ヒ
ク
、
ニ
ワ
タ
ル
ハ
テ
ヲ
ス

行
川
の
流
れ
ハ
今
案
ず
る
に
文
選
巻
十
六
陸
士
衡
。
歎
逝
賦
に
悲
哉
川
閲
水
以
成
し
川
。
水
溜
々
而
日
度
。
世
閲
し
人
而
成

ヲ
ノ
ト
シ
テ
シ
ヌ
レ
ノ
ト
シ
テ
カ
サ
ラ
ン
ア
ラ
タ
ナ
ラ
レ
ノ
ト
シ
テ
カ
ク
フ
ル
カ
ラ
ン
ハ
ニ
レ
ハ
ナ
サ
ク
ハ
シ
ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ

レ
世
。
人
再
再
而
行
暮
。
人
何
世
而
弗
レ
新
。
世
何
人
之
能
故
。
野
毎
レ
春
其
必
華
。
草
無
二
朝
而
遣
壱
露
云
々
・

ノ
ノ
ー
カ
ナ
ン
く
ト
シ
テ
ニ

ヘ
ル
ハ
ク
ス
ル
ハ
シ
チ
ツ

タ
モ
ラ
ハ

い
に
し
へ
見
し
人
文
選
歎
逝
賦
序
云
余
年
方
二
四
十
一
而
誌
親
戚
属
亡
多
存
寡
。
唯
〈
唯
〉
交
密
友
亦
不
二
半
在
聿
或

ム
カ
シ
ニ
ヒ
ニ
ク
ス
ル
ニ

ト
シ
テ
ニ
タ
リ

所
下
曽
共
遊
二
一
塗
一
同
宴
中
一
室
上
十
年
之
内
索
然
已
尽
云
々

四
『
方
丈
記
』
序
章
と
「
歎
逝
賦
」
注
文
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『方丈記』の序章について

賦
」
の
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

ま
た
、
細
野
哲
雄
氏
「
『
方
丈
記
』
と
『
歎
逝
賦
』
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
十
巻
九
号
昭
和
四
十
年
）
は
、
前
記
三
箇
所
に
加

え
、
以
下
の
点
を
あ
げ
て
、
『
方
丈
記
』
の
「
所
も
変
ら
ず
、
人
も
多
か
れ
ど
」
か
ら
「
何
に
よ
り
て
か
目
を
喜
ば
し
む
る
」
ま
で
の

「
文
章
に
投
影
し
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
本
文
は
「
和
刻
本
文
選
』
に
よ
る
）
。

イ
タ
ム
ノ
ハ
ヤ
ク
ク
チ
タ
ル
コ
ト
ヲ
ム

ク
ホ
ロ
ヒ
タ
ル
コ
ト
ヲ
イ
タ
ム
ノ
ク
ス
レ
ヤ
フ
ル
、
コ
ト
ヲ
カ
ナ
シ
フ
ノ
シ
ニ
タ
ル
コ
ト
ヲ
イ
ョ
イ
ョ
ウ
ル
ハ
シ
カ
リ
シ
レ
ニ
ユ
キ
タ
リ
リ

５
痛
二
霊
根
之
夙
娼
↓
怨
二
具
爾
之
多
喪
↓
悼
二
堂
構
之
唄
痒
↓
懲
二
城
閾
丘
荒
圭
親
彌
誌
其
巳
逝
。
交

ノ
シ
タ
シ
キ
コ
ト
ア
ッ
テ
ン
ヒ

ア
、
カ
ノ
ニ
ア
ヤ
フ
キ
ソ
ン

タ
ル
コ
・
ト
ヲ
イ
タ
ン
テ
レ
シ
ヒ

ヲ
ト
ロ
ヘ
テ
ス
ク
ナ
シ

ー
ナ

何
戚
而
不
し
亡
（
忘
）
。
杏
余
命
之
方
殆
何
視
二
天
之
莊
莊
聿
傷
懐
棲
其
多
し
念
。
感
貌
奉
而
勘
』
歓
。
幽
情
発
而

ス
ヲ
タ
タ
イ
テ
オ
コ
ス
ハ
シ
ヲ
イ
タ
ミ
ノ
ノ
コ
ト
ヲ
ヒ
シ
テ
ヲ
ス
ヲ
ヲ
ル
ト
キ
ハ
テ
ニ
ミ
テ
リ
ニ
ュ
ク
ト
キ
ハ
テ
ヲ
ナ
ラ
フ
ヲ
ヲ
フ
ル
コ
ト

成
し
緒
滞
思
叩
而
興
し
端
。
惨
二
此
世
之
無
戸
楽
。
詠
二
在
昔
一
而
為
レ
言
。
居
充
レ
堂
而
術
し
字
。
行
連
し
駕
比
レ
軒
。
彌
二
年

ヲ
レ
イ
ク
ハ
ク
ソ
ソ
レ
ク
ニ
ク
ト
シ
テ
ラ
ン
ソ
コ
ナ
ハ
ハ
ニ
シ
テ
ニ
ヌ
ハ
ト
シ
テ
ニ
ナ
リ

時
一
其
詣
幾
。
夫
何
往
而
不
し
残
。
或
冥
遡
而
既
尽
。
或
蓼
廓
而
僅
半
。

氏
は
続
け
て
「
歎
逝
賦
」
全
体
の
要
旨
を
述
べ
、
末
尾
に
至
っ
て
「
い
た
ず
ら
に
人
生
の
は
か
な
さ
を
悲
し
む
こ
と
の
愚
を
知
り
、
天
地

の
理
法
を
悟
っ
て
自
分
の
生
を
養
い
、
世
間
の
栄
誉
を
忘
れ
て
心
の
煩
い
を
解
き
、
悠
々
自
適
わ
が
老
い
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
部
分
は
、

晩
年
に
な
っ
て
営
ん
だ
長
明
の
「
方
丈
の
庵
」
の
生
活
と
骨
組
み
が
似
通
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
細
野
氏
の
指
摘
の
部
分
は
「
歎
逝

ノ
ー
ハ

ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ
タ
ト
ヘ
ハ

ル
エ
タ
ニ
ト
モ
ス
ト
モ
ス
ラ

３
あ
さ
か
ほ
の
露
夕
を
待
事
な
し
歎
逝
賦
花
〈
草
〉
無
二
朝
而
遣
壱
露
又
云
書
日
及
之
在
し
条
恒
錐
し
尽
而
弗
レ
悟
。

新
注
で
は
、
山
田
孝
雄
氏
『
方
丈
記
』
（
宝
文
館
昭
和
十
八
年
）
が
、
１
に
つ
い
て
『
十
訓
抄
』
の
当
該
部
分
の
本
文
を
引
用
し
て

「
歎
逝
賦
」
の
文
で
あ
る
と
注
し
、
３
に
つ
い
て
は
「
歎
逝
賦
」
の
本
文
に
加
え
て
注
文
を
上
げ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

４
「
野
毎
春
其
必
華
、
草
無
朝
而
遣
レ
露
、
経
二
終
古
一
而
〈
常
〉
然
、
率
二
品
物
一
其
如
レ
素
、
書
二
日
及
之
在
戸
條
恒
雌
し
尽
而
弗
レ
悟
、

錐
し
不
し
悟
其
可
レ
悲
、
心
稠
焉
而
自
傷
亮
造
化
之
若
し
弦
、
吾
安
取
二
其
〈
夫
〉
長
久
一
」
と
あ
り
、
そ
の
「
日
及
」
は
そ
の
注
に

「
翰
日
、
悟
、
覚
也
、
日
及
木
橦
華
也
。
朝
栄
夕
落
、
漸
至
二
於
尽
《
不
二
即
覚
悟
一
也
」
と
あ
り
て
、
こ
こ
に
「
あ
さ
が
ほ
」
と

い
へ
る
所
は
こ
ゞ
に
基
づ
く
。
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す
べ

『
十
訓
抄
』
が
指
摘
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
右
に
あ
げ
た
呂
延
済
の
注
に
、
「
稻
酒
は
水
流
の
貌
・
川
は
衆
（
多
く
の
）
水
を
惣
て

其
の
川
を
成
す
。
終
日
流
れ
去
り
て
、
後
水
相
続
す
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
川
の
水
は
一
日
中
流
れ
去
っ
て
行
き
、
後
の
水

が
ま
た
流
れ
続
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
目
の
前
を
流
れ
る
水
は
、
後
か
ら
続
い
て
流
れ
て
来
た
水
で
あ
っ
て
、
先
ほ
ど
流
れ
去
っ
た

シ
テ
ル
ー
ノ
カ
マ
タ
ニ
ラ
ン

ニ
し

「
も
と
の
水
で
は
な
い
」
。
『
流
水
抄
』
は
、
『
文
選
』
「
長
歌
行
」
「
百
川
東
至
レ
海
。
何
時
復
西
帰
」
と
、
載
叔
倫
詩
「
玩
湘
日
夜
東
流

ル
ス
ニ
ノ
ト
ャ
マ
ル
コ
ト
シ
ハ
ラ
ク
モ
セ

去
。
不
下
為
二
愁
人
一
住
少
時
上
」
を
あ
げ
る
が
、
呂
延
済
の
注
の
方
が
よ
り
近
い
表
現
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
「
絶
え
ず
し

検
討
し
て
み
た
い
。

ス
ノ
ハ
ナ
ヲ
ニ
イ
タ
ム
オ
ッ
ル
ヲ
二
テ
ニ
ス
サ
ラ
レ
ソ
イ
ハ
ン
ル
ト
ヲ
二
ヤ
シ
ナ
ヒ

ヲ
ワ
ス
レ
ノ
ヲ

６
感
二
秋
華
於
衰
木
元
痒
二
零
露
於
豐
草
圭
在
二
段
憂
一
而
弗
レ
違
・
夫
何
云
二
乎
識
蕨
道
。
将
下
魎
二
天
地
之
大
徳
一
遺
二
聖
人
之
洪
宝
壬

一
ナ
ヲ
ニ

シ
テ
テ
々
〃
ノ
シ
マ
シ
メ
ン
Ｏ
卜
ヲ

解
二
心
累
於
末
迩
↓
肌
優
勝
以
娯
告
老
。

「
歎
逝
賦
」
の
全
体
の
構
成
は
、
月
日
が
速
や
か
に
流
れ
去
り
、
人
命
の
短
い
こ
と
を
悲
し
み
、
父
祖
兄
弟
が
早
く
亡
く
な
り
、
旧
友

も
半
ば
は
世
を
去
っ
た
、
代
々
伝
え
ら
れ
た
建
物
や
城
閾
が
崩
れ
荒
廃
し
、
自
分
の
命
も
も
は
や
い
く
ば
く
も
な
く
、
死
の
近
い
こ
と
を

思
う
と
、
心
は
悲
し
み
に
沈
む
が
、
そ
れ
も
自
然
の
道
理
で
あ
り
、
死
と
い
う
も
の
が
明
け
る
こ
と
の
な
い
夜
に
皆
揃
っ
て
寝
る
よ
う
な

も
の
で
、
寝
る
の
が
遅
い
か
早
い
か
で
あ
る
と
悟
っ
た
時
、
心
を
乱
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
、
こ
れ
か
ら
は
命
を
大
切
に
し
、
栄
達

な
ど
忘
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
老
い
先
を
楽
し
み
た
い
と
述
べ
て
賦
を
閉
じ
て
い
る
。
『
方
丈
記
』
序
章
と
の
関
係
で
は
、
個
々
の
表
現
の

問
題
と
全
体
の
構
成
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
ま
ず
表
現
面
で
の
関
係
を
『
方
丈
記
』
本
文
と
『
文
選
』
注
文
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
、

１
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。

キ
カ
ナ
ハ
ス
ヘ
テ
ヲ
テ
ス
ヲ
ハ
ト
シ
テ
ヒ
ィ
ニ
ル

悲
夫
川
閲
し
水
以
成
し
川
。
水
溜
酒
而
日
度
。

ノ
ニ

ー
ー

タ
ル

テ
ヲ

ノ
ヲ

一
ア

善
日
。
高
誘
准
南
子
注
日
。
閲
惣
也
。
毛
詩
日
。
酒
稻
江
漢
。
○
済
日
。
稻
稻
水
流
貌
。
惣
二
衆
水
一
而
成
二
其
川
や
終
日
流
去
而

善
日
。
高
一

後
水
相
続
。
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『方丈記』の序章について

（
妬
）

場
合
、
示
唆
に
と
む
。

て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
の
「
し
か
も
」
に
つ
い
て
は
逆
接
と
す
る
解
釈
が
多
い
が
、
「
終
日
流
れ
去
る
水
」
を
受
け
て
「
後

水
」
が
続
く
、
「
故
に
眼
前
の
水
は
も
と
の
水
で
は
な
い
」
と
考
え
る
と
、
こ
の
「
し
か
も
」
は
「
絶
え
ず
し
て
」
を
受
け
た
添
加
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
関
口
忠
男
氏
が
、
安
良
岡
康
作
氏
の

、
、
、
、

い
っ
た
ん
は
『
絶
え
ず
し
て
』
と
い
う
恒
常
・
常
住
の
相
と
し
て
叙
述
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
観
照
を
深
く
し
て
、
「
し
か
も

、
、
、
、

も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
、
変
遷
・
無
常
の
相
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
（
中
略
）
こ
の
、
一
見
、
恒
常
・
常
住
の
よ
う
に
考

（
別
）

え
ら
れ
る
現
実
が
、
よ
く
観
照
し
て
み
る
と
、
そ
の
中
に
変
遷
・
無
常
が
見
い
だ
さ
れ
る
と
い
う
著
者
の
態
度
…

と
い
う
解
説
を
受
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
一
文
を
「
歎
逝
賦
」
の
呂
延
済
の
注
文
か
ら
発
想
し
た
と
見
る

「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
ハ
タ
ェ
ズ
シ
テ
」
と
「
モ
ト
ノ
水
一
一
ア
ラ
ズ
」
を
つ
な
ぐ
接
続
詞
「
シ
カ
モ
」
に
は
、
「
添
加
」
の
意
だ
け
で
な

く
、
時
間
的
同
時
性
に
近
い
一
一
ユ
ァ
ン
ス
が
内
在
さ
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
ガ
レ
」
を
「
タ
ェ
ズ
シ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

テ
」
と
と
ら
え
た
認
識
が
、
「
な
お
そ
の
う
え
に
、
ほ
と
ん
ど
時
を
移
さ
ず
に
」
「
モ
ト
ノ
水
ニ
ァ
ラ
ズ
」
と
い
う
認
識
に
到
達
す
る

と
い
う
よ
う
に
解
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
半
部
と
後
半
部
と
で
、
常
住
と
無
常
と
い
う
対
蹴
的
な
思
想
を
有
す
る
表
現
を
、
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

え
て
、
逆
接
の
接
続
詞
で
は
な
い
「
シ
カ
モ
」
で
接
続
し
た
と
こ
ろ
に
、
著
者
の
こ
の
よ
う
な
意
識
の
内
在
を
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
は
し
ま
い
か
。
…
一
見
、
常
住
で
あ
る
と
み
た
仮
想
的
認
識
と
、
そ
れ
を
無
常
で
あ
る
と
認
識
す
る
実
相
的
認
識
と
が
、
著
者
の

思
考
過
程
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
同
時
的
に
成
立
し
て
い
る
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
：
．
対
砿
的
・
対
立
的
な
認
識
で

あ
り
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
一
気
に
そ
の
対
立
性
を
飛
び
越
え
て
、
そ
の
本
質
的
な
無
常
の
認
識
を
確
立
す
る
と
い
う
、
極
め
て
緊
迫

し
た
思
考
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
無
常
観
は
、
か
な
り
、
高
次
な
も
の
に
な
り
得
る
契
機
を
そ
な
え
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
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一
見
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
中
に
変
遷
を
見
る
と
い
う
発
想
は
、
「
歎
逝
賦
」
の
注
文
か
ら
自
然
に
発
想
さ
れ
、
「
恒
常
・
常

住
」
に
対
す
る
「
変
遷
・
無
常
」
と
し
て
、
再
度
捉
え
直
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
『
十
訓
抄
』
の
も
う
一
つ

の
指
摘
で
あ
る
「
人
の
世
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

２
（
よ
ど
み
に
浮
ぶ
う
た
か
た
は
、
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ぎ
ま
り
た
る
例
な
し
。
）
世
中
に
あ
る
人
（
と
栖
と
）
、
又
か

ハ
ス
ヘ
テ
ヲ
ナ
シ
ヲ
ハ
・
ト
シ
テ
シ
ヌ

①
世
閲
し
人
而
為
し
世
、
人
肉
再
而
行
暮
。

ノ

ヲ

ノ

ノ
ヲ
ニ

ノ
ヲ
テ

ト
ニ

ト
シ
テ

善
日
。
夫
世
之
得
し
名
。
縁
二
於
君
上
↓
人
之
父
子
相
継
亦
取
二
其
名
一
故
以
二
一
代
之
人
一
通
呼
為
二
世
人
圭
楚
辞
日
。
老
再
再
而

一
一
リ

ハ
ル

ハ
一
ナ
コ
ノ

ヲ

シ
ー
テ

邇
施
。
廣
雅
日
。
再
閂
進
也
。
○
済
日
。
再
再
人
老
貌
。
言
惣
二
衆
人
一
而
成
二
千
世
一
終
日
老
謝
而
後
人
相
続
。

レ
ノ
ト
シ
テ
カ
ン
ア
ラ
タ
ナ
ラ
レ
ノ
ト
シ
テ
カ
ク
フ
ル
カ
ラ
ン

②
人
何
世
而
弗
レ
新
世
何
人
之
能
故
。

シ
ー
ア

ヲ
ニ
ー
プ

善
日
。
言
皆
滅
亡
而
不
二
能
故
↓
○
銑
日
。
以
レ
新
代
レ
故
。
是
以
不
二
能
故
一
也
。

川
の
流
れ
を
叙
述
し
た
後
、
「
行
く
河
の
流
れ
」
↓
「
よ
ど
み
」
↓
「
（
よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
）
う
た
か
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
視
点
を
移

動
さ
せ
て
い
く
と
同
時
に
、
和
歌
の
縁
語
で
あ
る
「
河
」
「
流
れ
」
「
よ
ど
み
」
「
う
た
か
た
」
が
使
わ
れ
、
な
お
か
つ
そ
れ
が
「
こ
こ
に

消
え
か
し
こ
に
結
ぶ
水
の
泡
の
う
き
世
に
廻
る
身
に
こ
そ
あ
り
け
れ
（
千
載
集
巻
一
九
・
釈
教
歌
一
二
○
二
藤
原
公
任
）
、
「
流
れ
ゆ
く

（
邪
）

水
に
玉
な
す
う
た
か
た
の
あ
は
れ
あ
だ
な
る
こ
の
世
な
り
け
り
」
（
山
家
集
八
一
七
）
な
ど
の
歌
を
ふ
ま
え
て
、
「
人
の
命
の
無
常
」
へ
と

関
連
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
「
か
つ
消
え
か
つ
む
す
び
て
」
と
い
う
用
語
の
順
序
か
ら
も
、
ま
た
人
命
の
は
か
な
さ
に
言
い
及
ぶ
点
か
ら
も
、

こ
の
部
分
は
公
任
の
歌
に
触
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
「
ゆ
く
河
の
流
れ
」
と
「
よ
ど
み
に
浮
か
ぶ

う
た
か
た
」
と
い
う
無
常
の
例
を
述
べ
て
か
ら
、
結
論
と
し
て
「
世
中
に
あ
る
人
（
と
栖
と
）
、
ま
た
か
く
の
ご
と
し
」
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。

ハ
ル

ハ
ー
ア

ヲ

シ
ー
ナ

「
歎
逝
賦
」
の
該
当
部
分
の
注
を
見
る
と
、
「
済
日
。
再
再
人
老
貌
。
言
惣
二
衆
人
一
而
成
二
干
世
《
終
日
老
謝
而
後
人
相
続
」
と
あ
っ
て
、

く
の
ご
と
し
。
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『方丈記』の序章について

前
句
の
「
川
の
流
れ
」
の
対
句
と
し
て
人
の
世
の
実
相
に
つ
い
て
注
を
施
し
て
い
る
。
「
再
再
は
人
老
る
貌
で
あ
る
。
言
う
心
は
、
世
は

衆
（
多
く
の
）
人
を
集
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
人
は
刻
々
と
老
い
死
ん
で
、
ま
た
新
た
な
人
が
生
ま
れ
続
い
て
い
く
」
と
い
う
も
の

で
、
多
く
の
人
で
成
り
立
っ
て
い
る
人
の
世
も
、
実
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
人
の
世
の
実
相
を
述
べ
た
も
の
だ
と
い
う
の

ヲ
ニ

ー
ア

で
あ
る
。
新
旧
交
代
が
人
の
世
の
実
相
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
②
の
張
銑
の
「
以
レ
新
代
レ
故
。
是
以
不
二
能
故
一
也
」
と
い
う
注
文
に

よ
っ
て
よ
り
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
、
後
文
の
「
住
む
人
も
こ
れ
に
同
じ
」
以
下
の
文
に
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
簗
瀬
一
雄
氏
は
こ
の
一
文
に
つ
い
て
、
「
自
然
現
象
の
無
常
観
的
把
握
を
、
人
間
世
界
・
社
会
に
お
け
る
「
人
と
栖
」
の
問
題

（
”
）

に
移
入
し
て
い
く
転
換
の
論
理
」
が
見
て
と
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
の
背
景
に
「
歎
逝
賦
」
の
詩
句
の
展
開
を
置
く
と

さ
ら
に
そ
の
「
転
換
」
の
様
相
が
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

先
に
引
用
し
た
『
方
丈
記
』
の
文
中
で
「
栖
」
に
つ
い
て
括
弧
内
に
入
れ
た
の
は
、
「
歎
逝
賦
」
に
該
当
す
る
本
文
が
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
「
人
」
と
同
じ
重
さ
で
「
栖
」
の
無
常
を
述
べ
る
こ
と
こ
そ
が
、
「
歎
逝
賦
」
に
は
な
い
『
方
丈
記
』
の
独
自
性
で
あ
り
、
全
体
の

構
想
と
も
深
く
関
係
す
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

３
久
し
く
と
ざ
ま
り
た
る
例
な
し
。

ハ
コ
ト
ニ
レ
ハ
ナ
サ
ク
ハ
シ
ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ
ヘ
テ
ヲ
二
リ
ヒ
キ
ヰ
テ
ヲ
レ
シ
モ
ト
ノ

シ
テ
ル
コ
ト
セ
ン

（
野
毎
レ
春
其
必
華
草
無
二
朝
而
遣
戸
露
）
経
二
終
古
一
而
常
然
。
率
二
品
物
一
其
如
レ
素
。
善
日
。
楚
辞
日
。
日
長
無
し
絶
今
終
古
。

ク
〃
ル

ノ
ニ

ト
ニ
ニ

テ
モ
二

周
易
日
。
品
物
威
亨
。
鄭
玄
礼
記
注
日
。
素
故
也
。
○
向
日
。
素
旧
也
。
言
人
世
互
新
。
錐
し
及
二
終
古
一
而
常
若
し
此
・
至
二
於
物
類
一

春
が
廻
っ
て
く
る
た
び
に
野
に
は
花
が
咲
き
、
草
の
上
に
朝
ご
と
に
置
く
露
が
残
る
こ
と
は
な
い
。
「
そ
れ
は
昔
か
ら
の
こ
と
で
、
万

（
犯
）

物
す
べ
て
も
と
か
ら
そ
う
な
の
だ
」
と
い
う
。
「
よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
」
が
生
滅
す
る
こ
と
を
、
維
摩
経
十
瞼
な
ど
が
示
す
無
常

す
が
た

の
実
相
で
あ
る
と
捉
え
た
時
、
そ
れ
は
も
と
か
ら
そ
う
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
無
常
の
真
実
の
相
で
あ
っ
て
、
水
の
泡
が
常
に
在
り
続
け

ノ

亦
如
二
旧
日
毛
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る
よ
う
な
こ
と
（
例
）
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
歎
逝
賦
」
が
認
識
す
る
「
自
然
の
摂
理
」
を
「
無
常
の
相
」
に
置
き
換
え
た

時
、
「
う
た
か
た
」
が
「
ひ
さ
し
く
と
ぎ
ま
り
た
る
こ
と
（
例
）
な
し
」
と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味

で
い
う
と
、
流
布
本
の
本
文
の
方
が
「
歎
逝
賦
」
に
発
想
が
近
く
、
大
福
光
寺
本
は
そ
れ
を
一
段
進
め
て
強
調
し
た
形
に
な
る
の
で
は
な

イ
タ
ム
ノ
ク
ス
レ
ヤ
フ
ル
、
コ
ト
ヲ
カ
ナ
シ
フ

シ
ニ
タ
ル
コ
ト
ヲ

悼
二
堂
構
之
唱
痒
↓
懲
二
城
閾
之
丘
荒
↓

ノ
チ
テ
セ
ヤ
テ
ス
ル
ヲ
ヤ
ハ
ノ

ハ
ノ
ノ

善
日
。
尚
書
日
。
厭
子
乃
弗
レ
肯
し
堂
。
矧
肯
レ
構
・
痒
猶
レ
段
也
。
毛
詩
日
。
在
二
城
關
一
号
。
○
銑
日
堂
構
祖
考
所
し
構
之
堂
。
皆

シ
モ

ス

シ
テ
ノ
ヲ

崩
頽
段
痒
。
城
關
亦
丘
嘘
荒
蕪
。
此
機
情
多
傷
二
呉
亡
一
美
。

た
だ
、
「
歎
逝
賦
」
で
述
べ
る
父
祖
以
来
の
堂
構
や
城
關
は
、
「
高
き
人
」
の
住
ま
い
で
あ
っ
て
、
『
方
丈
記
』
の
述
べ
る
住
ま
い
一
般
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
歎
逝
賦
」
に
は
火
事
で
焼
け
て
立
て
直
し
た
り
、
大
家
が
壊
さ
れ
て
小
家
と
な
る
と
い
う
よ
う
な
「
生

滅
」
の
相
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
も
長
明
は
、
無
常
の
相
を
、
「
人
と
栖
と
」
同
じ
重
さ
で
叙
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

単
に
「
栖
」
の
荒
廃
や
崩
壊
を
歎
く
姿
勢
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

５
住
む
人
も
是
に
同
じ
。
所
も
変
ら
ず
、
人
も
多
か
れ
ど
、
い
に
し
へ
見
し
人
は
、
二
三
十
人
が
中
に
わ
づ
か
に
ひ
と
り
ふ
た
り
な

「
歎
逝
賦
」
で
こ

部
分
で
あ
ろ
う
か
。

で
い
マ
つ
と
、
歩

い
か
と
思
う
。

ナ
ム
ナ
ム
ト
ス

チ
ン

『
流
水
抄
』
が
「
い
に
し
へ
見
し
人
」
の
典
拠
と
し
て
あ
げ
る
序
の
部
分
「
余
年
方
二
四
十
一
而
誌
親
戚
属
、
亡
多
存
寡
。
暇
〈
唯
〉

４
た
ま
し
き
の
都
の
う
ち
に
、
棟
を
並
べ
、
蓋
を
争
へ
る
、
高
き
卑
し
き
人
の
住
ひ
は
、
世
々
を
経
て
尽
き
せ
ぬ
も
の
な
れ
ど
、
こ
れ

を
ま
こ
と
か
と
尋
（
ぬ
）
れ
ば
、
昔
あ
り
し
家
は
ま
れ
な
り
。
或
は
去
年
焼
け
て
今
年
作
れ
り
。
或
は
大
家
亡
び
て
小
家
と
な
る
。

‐
歎
逝
賦
」
で
こ
の
部
分
と
対
応
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
強
い
て
上
げ
れ
ば
父
祖
伝
来
の
建
物
が
崩
れ
壊
れ
て
い
く
事
を
嘆
く
次
の

恥
ソ
○
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『方丈記』 の序章について

ス
ヲ
二

善
日
。
霊
根
祖
彌
也
。
具
爾
兄
弟
也
。
南
都
賦
日
。
固
二
霊
根
於
夏
葉
↓
○
良
日
霊
根
霊
木
之
根
嚥
二
祖
考
一
也
。
夙
早
。
損
没
也
。

ヲ

ダ
ル
シ
テ
ク
ル
コ
ト
ニ
チ
カ
ッ
ク

具
爾
謂
二
兄
弟
一
也
。
詩
云
。
戚
戚
兄
弟
莫
レ
遠
具
爾
。

ト
シ
テ
ヒ
ャ
ニ
ナ
リ
ト
シ
テ
イ
ョ
イ
ョ
ッ
キ
ヌ
テ
ヲ
ニ
タ
リ
カ
ヲ
二

②
親
落
落
而
日
稀
。
友
廃
座
愈
索
・
顧
二
旧
要
於
遣
存
一
得
二
十
一
於
千
百
毛

ノ

ハ
レ
ハ
ヲ

二
カ
ヲ

善
日
。
落
落
稀
貌
。
座
座
尽
貌
。
索
協
韻
所
格
切
。
旧
要
猶
し
久
要
也
。
遣
余
也
。
言
顧
二
久
要
於
遣
存
之
中
一
得
二
十
一
於
千
百
之

二
金
“
３
ｒ
ハ
ハ

ヲ
ニ
シ
ー
ア

ヲ
ハ
モ
ノ
ク
シ
テ
モ
ノ
シ

ニ
シ
テ

ヲ

内
毛
十
一
者
謂
通
二
千
百
一
而
計
レ
之
十
分
而
得
二
其
玉
言
亡
多
而
有
存
寡
也
。
論
語
日
。
久
要
不
し
忘
二
平
生
之
言
一
○
銑

ノ
ヲ

ノ
ヲ

ヲ

曰
。
摩
摩
少
貌
。
索
尽
。
要
妙
也
。
旧
十
今
得
二
其
一
一
旧
千
今
得
二
其
百
↓
蓋
失
二
其
九
分
一
美
。

②
の
李
善
注
は
「
旧
要
を
遺
存
の
中
に
顧
れ
ば
、
十
か
一
を
千
百
の
内
に
得
。
十
が
一
と
は
、
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
、
千
百
に
通
じ
て
、
之
を

計
る
に
十
分
に
し
て
其
の
一
を
得
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
亡
ず
る
も
の
多
く
し
て
存
す
る
も
の
寡
し
」
、
張
銑
注
は
、
「
旧
十
に
今
其
の
一
を

得
、
旧
千
に
今
そ
の
百
を
得
、
蓋
し
そ
の
九
分
を
失
ふ
」
と
す
る
。
「
二
三
十
人
の
う
ち
に
わ
ず
か
に
ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
」
と
い
う
具

力
ト
ハ

ニ
シ
テ

ヲ

ノ
ヲ

体
的
な
数
字
を
上
げ
た
表
現
は
、
や
は
り
「
歎
逝
賦
」
の
李
善
注
「
十
一
者
…
十
分
而
得
二
其
一
一
」
、
張
銑
注
「
旧
十
今
得
二
其
元
旧

ノ
ヲ

ヲ

干
今
得
二
其
百
《
蓋
失
二
其
九
分
一
美
」
と
い
う
注
文
か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

６
そ
の
主
と
栖
と
、
無
常
を
争
ふ
さ
ま
、
い
は
ば
朝
顔
の
露
に
異
な
ら
ず
。
或
は
露
落
ち
て
花
残
れ
り
。
残
る
と
い
へ
ど
も
朝
日
に
枯

れ
ぬ
。
或
は
花
し
ぼ
み
て
露
な
ほ
消
え
ず
。
消
え
ず
と
い
へ
ど
も
、
夕
を
待
っ
事
な
し
。

タ
モ
ラ
ハ
ム
カ
シ
ニ
ヒ
ニ
ク
セ
シ
ニ
ノ

ト
シ
テ
ニ
ス

交
密
友
。
亦
不
二
半
在
↓
或
所
下
曽
共
遊
二
一
塗
一
同
宴
中
一
室
狸
十
年
之
内
、
索
然
已
尽
」
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
後
半
部
の
「
こ
の

山
に
こ
も
り
ゐ
て
の
ち
、
や
む
ご
と
な
き
人
の
か
く
れ
給
へ
る
も
あ
ま
た
間
ゆ
。
ま
し
て
そ
の
数
な
ら
ぬ
た
ぐ
ひ
、
尽
く
し
て
こ
れ
を
知

る
べ
か
ら
ず
」
の
方
に
投
影
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
「
い
に
し
へ
見
し
人
は
、
二
三
十
人
が
中
に
わ
づ
か
に
ひ
と
り
ふ
た
り
な
り
」
に

つ
い
て
は
、
細
野
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
以
下
の
文
の
特
に
②
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

①
痛
二
霊
根
之
夙
損
や
怨
二
具
爾
之
多
喪
毛
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フ
ノ
ニ
エ
タ
ニ
ニ
ト
モ
ス
ト
ス

②
書
二
日
及
之
在
ワ
條
・
恒
錐
し
尽
而
弗
レ
悟
。

ハ
ノ
ヲ

ル
ト
ニ

ル
コ
ト
カ
ノ
ニ

ハ
ニ
ヲ
ト
ハ
ヲ
卜

善
日
。
言
命
之
行
逝
譽
二
乎
日
及
至
雛
し
至
二
於
尽
一
而
不
し
能
し
悟
。
灌
尼
朝
菌
賦
日
。
朝
菌
者
世
謂
二
之
木
橦
圭
或
謂
二
之
日
及
圭

一
一
一
一

○
翰
日
悟
覚
也
。
日
及
木
橦
華
也
。
朝
栄
夕
落
。
漸
至
二
於
尽
↓
不
二
即
覚
一
也
。

朝
顔
の
花
が
は
か
な
い
も
の
の
書
え
と
し
て
引
か
れ
る
の
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
・
橦
「
橦
花
一
日
お
の
づ
か
ら
栄
を
な
す
」
（
出
典

は
『
白
氏
文
集
』
「
方
言
詩
五
首
」
）
、
源
順
の
歌
「
よ
の
な
か
を
な
に
に
た
と
へ
む
夕
露
も
ま
た
で
き
え
ぬ
る
あ
さ
が
ほ
の
花
」
（
源
順
集
・

一
二
○
）
な
ど
の
和
歌
的
伝
統
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
特
に
順
の
歌
は
、
「
よ
っ
な
る
を
ん
な
ご
」
と
「
い
つ
つ
な
る
を
の
こ
子
」

（
羽
）

を
続
け
て
失
っ
た
順
が
「
無
常
の
お
も
ひ
、
こ
と
に
ふ
れ
て
お
こ
る
、
か
な
し
び
の
な
み
だ
か
わ
か
ず
」
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
人
の
命
の

無
常
と
関
わ
り
が
深
い
。
ま
た
藤
原
高
遠
の
歌
に
「
世
の
中
に
似
た
る
も
の
か
な
朝
日
待
つ
垣
根
に
に
ほ
ふ
朝
顔
の
花
」
（
大
弐
高
遠
集
・

（
釦
）

三
六
一
）
の
歌
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
が
無
常
を
主
題
と
し
て
い
る
と
す
れ
ば
「
朝
日
待
つ
垣
根
に
に
ほ
ふ
朝
顔
の
花
」
の
表
現
は
、
「
朝

日
に
枯
れ
ぬ
」
と
い
う
表
現
と
発
想
に
お
い
て
近
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
「
朝
顔
の
花
」
を
「
栖
」
に
、
「
朝
顔
の
花
に
宿
る
露
」
を

「
人
命
」
に
瞼
え
、
「
或
は
露
落
ち
て
花
残
れ
り
、
残
る
と
い
へ
ど
も
朝
日
に
枯
れ
ぬ
」
、
「
或
は
花
し
ぼ
み
て
露
な
ほ
消
え
ず
。
消
え
ず
と

い
へ
ど
も
、
夕
を
待
っ
事
無
し
」
と
い
う
対
句
で
「
無
常
を
あ
ら
そ
ふ
さ
ま
」
を
語
る
の
は
、
や
は
り
「
歎
逝
賦
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
と

ク

ノ
ニ

ハ
シ
ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ

ト
シ
テ
カ
ニ

ノ

思
う
。
①
の
李
善
注
で
は
、
「
野
毎
レ
春
其
必
華
。
瞼
二
人
何
世
而
弗
亡
新
。
草
無
二
朝
而
遣
祓
露
。
瞼
二
世
何
人
之
能
故
聿
夫
露
之
在
し
草

ト
シ
テ
ル
コ
ト
テ

ル
ニ
ニ

ト
シ
テ
コ
ト

無
二
一
朝
有
喧
余
。
以
嚥
二
人
之
居
渥
世
。
無
二
一
時
而
能
故
一
也
」
と
あ
っ
て
、
「
春
毎
に
咲
く
花
」
も
「
草
の
上
の
露
」
も
と
も
に
人

ハ
ニ
レ
ハ
ナ
サ
ク
ハ
シ
ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ

①
野
毎
し
春
其
必
華
Ｕ
草
無
二
朝
而
遣
声
露
。

ク

ノ

ハ
シ
ト
シ
テ
ノ
コ
ス
コ
ト
ヲ

ノ
ト
シ
テ
カ
ニ

ノ

ト
シ
テ

善
日
。
野
毎
レ
春
其
必
華
。
瞼
二
人
何
世
而
弗
杉
新
。
草
無
二
朝
而
遣
戸
露
。
瞼
二
世
何
人
之
能
故
↓
夫
露
之
在
し
草
無
二
一
朝

ル
コ
ト
テ
ノ
ル
ー
ニ

ト
シ
テ
コ
ト

ノ
ニ

ト
ハ
ト
シ
テ
ヲ

ト
シ
テ

有
戸
余
。
以
哺
二
人
之
居
戸
世
。
無
二
一
時
而
能
故
一
也
。
王
逸
楚
辞
注
日
。
遣
余
也
。
○
良
日
。
無
二
朝
遣
痘
露
。
無
二
一
朝
而
不

有
戸
余
。

有
し
露
也
。

フ

ノ

－74－



『方丈記』の序章について

ノ
ト
シ
テ
カ
ン

レ
ノ
・
ト
シ
テ
カ
ク
フ
ル
カ
ラ
ン

命
の
新
旧
交
代
の
瞼
え
で
あ
り
、
直
前
の
対
句
「
人
何
世
而
弗
レ
新
、
世
何
人
之
能
故
。
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
『
方
丈

一
一
一
一

記
』
は
そ
の
対
句
を
②
の
李
周
翰
の
注
文
「
日
及
木
橦
華
也
。
朝
栄
夕
落
」
に
よ
っ
て
、
「
朝
顔
の
花
」
と
「
花
に
宿
る
露
」
が
生
滅
の

先
後
を
争
う
警
瞼
に
置
き
換
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
故
そ
の
よ
う
な
形
に
し
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
『
方
丈
記
』
の
主
題
が

「
人
と
栖
の
無
常
」
を
語
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
単
に
「
人
の
命
の
無
常
」
（
朝
顔
の
花
に
宿
る
露
）
の
み
で
は
な
く
、
「
人
の
命

を
宿
す
栖
の
無
常
」
（
朝
顔
の
花
）
も
ま
た
同
じ
重
さ
で
語
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
「
歎
逝
賦
」
の
注
文
と
「
方
丈
記
」
の
序
章
を
比
較
考
察
し
て
き
た
が
、
『
方
丈
記
』
序
章
の
表
現
が
、
そ
の
発
想
に
お
い
て
い

か
に
「
歎
逝
賦
」
に
依
拠
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
注
文
を
含
め
て
の
解
釈
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ

と
同
時
に
両
者
の
め
ざ
す
方
向
性
の
違
い
の
大
き
さ
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。
最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
し
ば
し
ば
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
「
歎
逝
賦
」
の
主
題
が
「
逝
く
を
歎
く
」
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
方
丈
記
』
が
「
人
と
栖
の
無
常
」
を
主
題
と
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
『
方
丈
記
』
に
お
い
て
は
「
人
の
無
常
」
だ
け
で
な
く
「
栖
の
無
常
」
も
ま
た
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

「
歎
逝
賦
」
に
は
見
ら
れ
な
い
要
素
な
の
で
あ
る
。
『
方
丈
記
」
は
「
人
と
栖
の
無
常
」
を
語
る
「
住
居
論
」
で
あ
り
、
「
栖
」
の
問
題
が

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
『
方
丈
記
』
の
主
題
は
、
「
歎
逝
賦
」
に
は
見
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
か
と
い
え
ば
、
や
は
り
白
居
易
の
『
草
堂
記
』
、
慶
滋
保
胤
の
『
池
亭
記
』
等
、
草
庵
文
学
の
系
譜

か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
長
明
は
、
「
人
と
栖
」
の
無
常
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
決
め
た
時
、
そ
の
序
章
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、

馴
れ
親
し
ん
で
い
た
「
歎
逝
賦
」
の
表
現
と
構
成
に
依
拠
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
歎
逝
賦
」
の
『
方
丈
記
』
へ
の

影
響
は
、
序
章
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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序
章
で
提
起
さ
れ
た
「
人
と
栖
の
無
常
」
は
、
五
つ
の
災
害
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
、
そ
れ
に
対
置
す
る
形
で
「
方
丈
の
庵
」
で
の
閑
居

生
活
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
語
り
方
は
の
び
や
か
で
明
る
く
、
長
明
が
方
丈
の
庵
の
生
活
を
心
か
ら
楽
し
み
味
わ
っ
て
い
る
有
様
が
佑
佛
と

し
て
浮
か
ぶ
。
細
野
哲
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
歎
逝
賦
」
の
「
晩
年
に
な
っ
て
悠
々
自
適
の
生
活
を
楽
し
む
」
骨
組
み
の
類
似

も
首
肯
さ
れ
る
が
、
「
歎
逝
賦
」
と
決
定
的
に
異
な
る
所
は
、
や
が
て
そ
の
理
想
と
す
る
草
庵
生
活
も
ま
た
無
常
で
あ
り
、
執
心
で
あ
る

と
い
う
思
い
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
害
を
書
い
た
の
が
、
「
桑
門
の
蓮
胤
」
の
故
で
あ
り
、
仏
者
と
し
て
の
自
己
批
判
に
至

る
こ
と
は
必
然
の
結
果
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
こ
の
よ
う
な
仕
儀
に
至
っ
た
の
は
、
「
若
し
こ
れ
貧
賤
の
報
の
み
づ
か
ら
悩
ま

す
か
、
は
た
又
妄
心
の
い
た
り
て
狂
せ
る
か
」
と
自
問
自
答
す
る
が
、
「
そ
の
時
、
心
更
に
答
ふ
る
事
な
し
」
と
い
う
状
態
の
ま
ま
、
筆

『
方
丈
記
』
の
序
章
は
、
ま
ず
「
川
の
流
れ
」
と
「
う
た
か
た
」
の
雷
嚥
を
あ
げ
て
無
常
の
相
を
提
示
し
、
「
世
中
に
あ
る
人
と
栖
」
も

ま
た
同
様
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
次
い
で
「
た
ま
し
き
の
都
」
の
中
の
「
栖
」
と
「
人
」
の
生
滅
の
相
も
ま
た
水
の
泡
に
似
て
い
る
こ
と

を
述
べ
、
最
後
に
「
人
の
命
と
栖
の
無
常
」
の
相
を
、
朝
顔
の
花
と
そ
の
花
に
宿
る
露
に
瞼
え
て
語
り
お
さ
め
て
い
る
。
こ
の
序
章
だ
け

で
な
く
、
「
方
丈
記
」
が
全
体
に
わ
た
っ
て
す
ぐ
れ
た
論
証
性
と
論
理
的
な
作
品
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
諸
先
学
の
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
三
木
紀
人
氏
が
『
方
丈
記
』
を
評
し
て
、
「
几
帳
面
に
線
を
引
く
よ
う
に
し
て
作
っ
た
作
品
」
で
あ
り
、

（
釦
）

「
書
き
は
じ
め
た
と
き
に
は
、
こ
の
本
の
輪
郭
は
長
明
の
頭
の
中
で
は
一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
て
い
た
」
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
『
方
丈
記
』
に
お
い
て
は
、
序
章
で
提
起
さ
れ
た
主
題
が
、
次
第
を
追
っ
て
展
開
さ
れ
、
最
終
章
に
至
っ
て
い
る

と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

五
終
わ
り
に
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『方丈記』の序章について

が
掴
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
序
章
を
書
い
た
時
に
、
全
体
の
構
想
が
既
に
決
ま
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
最
終
章
に
至
っ
て
「
方
丈
の
庵
」

で
の
生
活
も
ま
た
無
常
で
あ
り
執
着
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
出
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
序
章
の
構
造
か
ら
す
れ
ば
、
あ

ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
方
丈
の
庵
」
で
の
閑
居
生
活
を
理
想
的
に
描
け
ば
描
く
ほ
ど
、
最
後
の
自
問
自
答
の
答
え
が
、

「
維
摩
の
一
黙
」
と
い
う
よ
う
な
、
明
確
な
決
着
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
結
局
長
明
は
、
閑
居
生
活
の
否

定
と
肯
定
と
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
「
不
請
阿
弥
陀
仏
両
三
遍
と
な
へ
て
や
み
ぬ
」
と
い
う
語
り
お

さ
め
方
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
不
請
阿
弥
陀
仏
」
の
解
釈
の
問
題
も
あ
り
、

ま
た
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

（
４
）
凡
そ
正
業
教
へ
授
け
む
こ
と
は
、
…
論
語
に
は
鄭
玄
、
何
晏
が
注
。
（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
岩
波
書
店
）
。
以
下
『
令
』
の

引
用
は
同
書
の
訓
読
文
に
よ
る
。

（
５
）
真
田
但
馬
吹
野
安
編
「
論
語
集
註
』
（
笠
間
書
院
・
昭
和
四
三
年
）

（
６
）
包
威
注
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
『
論
語
集
解
』
（
正
平
版
）
に
よ
る
。
孫
緯
注
は
国
文
学
資
料
館
公
開
の
『
論
語

（
２
）
引
用
は
小
学
館
新
版
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十
訓
抄
』
に
よ
り
、
一
部
省
略
し
た
。
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
じ
。

（
３
）
以
下
の
古
注
の
引
用
は
簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
（
豊
島
書
房
昭
和
四
四
年
）
に
よ
り
、
一
部
濁
点
、
句
読
点
を
ほ

〔
へ
圧
〕

（
１
）
引
用
は
市
古
貞
次
校
注
・
新
訂
『
方
丈
記
』
（
岩
波
文
庫
）
の
本
文
に
よ
り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。
以
下
特
に
断
ら
な
い
限
り

同
じ
。

ど
こ
し
た
。
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（
魁
）
『
増
補
六
国
史
』
（
名
著
刊
行
会
）

（
Ｍ
）
大
日
本
古
記
録
『
九
暦
抄
』
（
岩
波
書
店
）

（
咽
）
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
（
名
著
刊
行
会
一
九
九
六
年
）

（
船
）
神
田
喜
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
「
江
談
抄
』
の
説
話
の
背
景
に
は
、
当
時
『
文
選
」
が
あ
ま
り
読
ま
れ
な
く
な
り
、
ま
た
本
文
の
音

読
も
難
し
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
い
う
（
同
氏
「
『
文
選
」
の
は
な
し
ｌ
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
詞
』
に
関
連
し

て
ｌ
」
（
『
鑑
賞
中
国
の
古
典
文
選
』
所
収
「
文
選
の
窓
」
角
川
書
店
一
九
八
八
年
）
。

（
８
）
岡
田
正
之
氏
「

（
９
）
岡
田
氏
前
掲
害

（
蛆
）
牧
角
悦
子
氏
「

（
Ⅱ
）
岩
波
新
日
本
古

（
岨
）
『
類
従
本
系
江
孝

（
７
）

集
解
義
疏
』
の
本
文
に
よ
り
、
私
に
訓
点
を
付
し
た
。
『
義
疏
」
は
包
威
注
を
鄭
玄
注
と
す
る
が
、
敦
煙
本
『
論
語
鄭
氏
注
』
（
ペ

リ
オ
文
書
二
五
一
○
号
）
で
は
、
鄭
玄
の
注
と
し
て
、
包
威
注
の
部
分
に
加
え
「
傷
二
有
道
而
不
形
見
し
用
也
」
と
あ
る
（
金
谷
治

氏
『
唐
抄
本
鄭
氏
注
論
語
集
成
』
（
平
凡
社
一
九
七
八
年
）
。

『
文
選
」
の
本
文
・
注
文
の
引
用
は
、
長
沢
規
矩
也
編
「
和
刻
本
文
選
』
（
汲
古
書
院
昭
和
四
九
年
）
を
用
い
、
『
足
利
学
校
遺

跡
図
書
館
蔵
明
州
刊
本
六
臣
注
文
選
』
（
人
民
文
学
出
版
社
二
○
○
八
年
）
も
参
照
し
た
。
字
体
・
訓
点
は
適
宜
改
め
た
。
李

善
注
本
の
本
文
注
記
が
あ
る
場
合
は
、
（
）
内
に
示
し
た
。

岡
田
正
之
氏
『
日
本
漢
文
学
史
増
訂
版
』
（
吉
川
弘
文
館
昭
和
二
九
年
）

牧
角
悦
子
氏
「
日
本
に
お
け

岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
類
従
本
系
江
談
抄
注
解
』
（

文
学
大
系
『
古
今
著
聞
集
」

「
日
本
に
お
け
る
文
選
研
究
の
歴
史
と
現
状
」
（
二
松
学
舎
大
学
「
人
文
論
叢
」
第
五
六
輯
平
成
八
年
三
月
）

〕
典
文
学
大
系
『
枕
草
子
』

談
抄
注
解
』
（
武
蔵
野
書
院
昭
和
五
八
年
）
、
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
一
』
、
岩
波
日
本
古
典
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『方丈記』の序章について

（
恥
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
千
載
集
』
、
新
編
国
歌
大
観
『
私
家
集
』
（
山
家
集
）

（
”
）
簗
瀬
一
雄
氏
『
方
丈
記
全
注
釈
」
（
角
川
書
店
昭
和
四
六
年
）

（
肥
）
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
（
文
章
篇
）
二
』
「
歎
逝
賦
」
通
釈

（
羽
）
引
用
は
新
編
国
歌
大
観
「
私
家
集
』
に
よ
る
。

（
別
）
「
世
の
中
」
を
男
女
の
仲
、
「
朝
顔
」
を
朝
起
き
た
ば
か
り
の
女
の
顔
と
す
る
解
釈
も
あ
り
得
る
（
中
川
博
夫
氏
『
大
弐
高
遠
集
注

（
岨
）
集
英
社
・
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』
解
説
、
牧
角
氏
前
掲
論
文
。

（
岨
）
『
雲
州
往
来
」
は
『
雲
州
往
来
享
禄
本
本
文
』
（
和
泉
書
院
一
九
九
七
年
）
に
よ
り
、
一
部
語
句
を
訂
し
た
。
『
台
記
』
は
『
史
料

纂
集
』
に
よ
っ
た
。
『
台
記
』
割
注
部
分
の
「
小
金
（
令
力
）
柱
下
」
は
藤
原
令
明
を
指
す
と
い
う
。

（
別
）
大
日
本
古
記
録
『
御
堂
関
白
記
上
』
。
以
下
同
じ
。

（
別
）
（
躯
）
全
釈
漢
文
大
系
「
文
選
（
文
章
篇
）
一
」
解
説
（
集
英
社
昭
和
四
九
年
）

（
肥
）
長
谷
川
完
二
氏
「
漢
詩
文
と
定
家
の
和
歌
」
（
「
語
文
」
第
邪
輯
昭
和
四
一
年
）
、
小
川
剛
生
氏
「
『
明
月
記
』
（
治
承
四
五
年
）

を
読
む
」
解
説
一
定
家
の
『
文
選
」
受
容
一
班
」
（
「
明
月
記
研
究
」
第
５
号
平
成
十
二
年
）
、
藤
川
功
和
氏
「
藤
原
定
家
と

「
歎
逝
賦
」
ｌ
漢
詩
句
受
容
の
一
側
面
ｌ
」
（
「
古
代
中
世
国
文
学
」
第
岨
号
平
成
十
五
年
）
な
ど
。

（
別
）
講
談
社
学
術
文
庫
「
方
丈
記
全
訳
注
』
（
昭
和
五
五
年
）

（
妬
）
関
口
忠
男
氏
弓
方
丈
記
』
序
章
考
」
（
「
日
本
文
学
」
三
七
巻
三
号
一
九
八
八
年
）
。
な
お
、
他
に
手
崎
政
男
氏
、
堀
川
善
正
氏

（
Ⅳ
）
『
古
今
集
』
の

た
。
以
下
同
。

な
ど
も
添
加
説
を
と
る
。

の
引
用
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
和
漢
朗
詠
集
」
の
引
用
、
現
代
語
訳
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
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釈
」
（
貴
重
本
刊
行
会
平
成
一
三
年
）

（
別
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
文
学
６
「
中
世
の
隠
者
文
学
』
（
学
生
社
昭
和
五
一
年
）

〈
付
記
〉
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
新
間
一
美
の
教
示
を
仰
ぐ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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